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咲くらって どんなトコ？ 移行支援的なB型って何？

3

↑ 大津市自立支援協議会HPより抜粋

◆1973年設立、無認可作業所「自然堂工房（じねんどうこうぼう）」が咲くらの前身

◆実は 大津で１、２番目に古くからやっている超々老舗

◆当初は信楽焼陶芸小物の製造販売がメイン

◆2002年法人化し、社福めぶき福祉会小規模授産施設 自然堂工房

→ 2008年～Ａ型・Ｂ型・移行支援の多機能型事業所さくら に改名

→ 2022年～多機能改め単独Ｂ型 の 咲くら に改名

ずっと１法人１事業所の小さい法人

      →超々老舗なのに小さいまま現在に至るシーラカンスのような存在

法人名のように「内なる発見が心に芽吹いて」、事業所名のように「自分の人生を咲かせていってほしい」

企業就労も過去25人以上送り出し、平均工賃額も２０２4年度実績￥45,295円（全国平均の約2倍）だが

目 指 す の は 「 就 職 」 で も 「 高 工 賃 」 で も な く 、 「 カ ッ コ い い 大 人 な 自 分 」

昔はA型とかB型とか移行とか無かったけど、必要なら全てやれていた。今は何か違う…。
で、A型をヤメ、移行支援をヤメ、自由度の高いB型で全部やることにした。
パッと見、縮小。 でも今が 制度に縛られず 一番やりたいこと

【年限関係なく、大人・社会人になるための支援】 が出来ている。

皆さんの前で話す平山の経歴

◆2児（高3、中2）の父、1973年設立の無認可作業所「自然堂工房」より少し年上の1971年生まれ

◆19歳で大きな交通事故に遭い、治療前に医者からリハビリしても一生杖か車椅子と言われる中

一人の障害者と出会い奮起。退院後も独学でリハビリを学び杖なしで日常生活が出来る程度に回復。

◆大学卒業後はバブル期という事もあり福祉とは全く関係のない企業の営業マンに。

◆営業外回り中に先述の障害者と偶然再会したことを機に28歳から福祉専門学校に入学、

2年の学生生活を経て卒業、介護福祉士資格取得

◆30歳から（社福）しが夢翔会入職。入所施設 ステップ広場ガルの生活支援員を5年経験

   した後、同法人内で ヘルパー、児童放課後支援（放ﾃﾞｲの原型）、成人デイサービス 等

子供から大人、強度行動障害から軽度障害、生活支援から余暇支援まで様々の部署を経験

◆2011年、40歳の時に（社福）しが夢翔会理事長の推薦で（社福）めぶき福祉会

多機能型事業所さくら（現咲くら） 施設長に着任、現在に至る。

◆公職（2025年10月現在）

・大津市自立支援協議会 就労支援部会 部会長

・大津市自立支援協議会 就労選択支援事業評価委員長

・滋賀県地域活動・就労支援事業所協議会 副会長

・他

大津で一番小さい社会福祉法人の長なのに
肩書と態度だけはめちゃくちゃ大きい…
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咲くらが大事にしている事

・それは不変の特性なのか それは本当に障害によるものなのか？ 支援者の先回りが原因な場合もある ①中学/高校で場面緘黙と言われていたのに たった5日で「シャイ」と判明したケース

②支援者の方が「こだわりを大事にし過ぎていた」強度行動障害のケース

                                                                                                                   

・構造化（低刺激）のメリット、デメリット

・ちゃんと壁に当たって、ちゃんと困って、「小さな出来た」を積み上げてきたか（本人なりの手応えを感じてきたか）

・周囲の人に ちゃんと頼れているか（何に困ってるかを他者に伝えられると強い）
（例：電車の乗り方を覚える際に一番身につけておいた方がよい事とは）

・「それってカッコいいの？」

・働くための準備性ピラミッドは必要？ピラミッドを「家」とするなら 働きたい理由は「基礎」

本人の働きたい気持ち/理由

嵐のDVD買いたくて就職した人 / 納品先で出会った社員さんに憧れて就職した人 /勘違いから就職した人もいる

構造化は「する」ことよりも 「外す」ことの方が大変。低刺激が当たり前になることで それ以外を受け入れられなくなる場合も。

（例①：自転車、例②：勘違いも根拠があれば大きな力になる) 大事なのは安心して失敗できる環境

「周囲に頼るは自立の第一歩」

働く理由が出来れば 勝手に積み上げる！働く理由があれば簡単には諦めない

（敢えて正解は言わない。自分で考えてもらいながら価値観を太らせていく）

咲くらは「変化の少ない生活を続けるための場所」じゃない。「変化を受け入れる力・変化に向き合う力を養う場所」を目指しています。

こだわりにこだわっているのは職員の方という場合もある



この面々、はじめから働く力が高かった訳じゃない

5

令和７年９月現在

工賃額 （賞与を含む平均額）

令和6年度平均工賃月額￥45,295円
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大人になる為の準備期間

働きたくなれば自分から積み上げる



社会福祉法人めぶき福祉会 咲くら 施設長

滋賀県地域活動・就労支援事業所協議会 副会長

大津市自立支援協議会 就労支援部会 部会長 

大津市自立支援協議会 就労選択事業評価委員長

平山真司

7

第②部
本人が人生というマラソンを走り続けていくために

咲くらが考える 就労移行支援的なＢ型とは
～ 支援者の役割と 支援のタスキリレー ～



Ｂ型

就労移行支援

Ａ型

就労

低い

難
易
度

高い

はじめに

卒業後の進路にこんなイメージ持っていませんか？

8

そうとも限らない。

そもそも、就労に
必要なスキルって？

「作業力が高い」よりも大事なことって？



9

草津は高校卒業後にB型に行けるのに
大津市は高等学校卒業後

B型には行けなくなった

⇒ 自立支援法が始まった時から
全国統一で例外を除き原則として高校卒業後に

直接B型に行くことは出来なくなった

こんなイメージが大半だった

10年前の大津の話



何故 その少し前まで直Bが可能だったのか？

10

・自立支援法が出来るまでの事業所は「旧法授産施設」だった。

だから、平成２７年まで特別な手続き不要で直Ｂが可能だった。

・平成２２年～新事業体系に乗り換えるのに5年経過措置があった。

・この5年間は、旧法の授産施設と新法の事業所が混在した。

・混在期は、早くに乗り換えた新法事業所は直Ｂ不可、ギリギリ

まで乗り換えずにいた旧法授産施設は直Ｂ可能となってしまう。

・不公平が生じるので平成２７年迄はどちらも直Ｂ可能と経過措置



例外的に直接 B型利用が可能だった対象者とは？

11

①就労経験があって一般企業に雇用されることが困難となった者
②50歳に達している者又は障害基礎年金1級受給者
③上①②のいずれにも該当しない者で、就労移行支援事業者等に
よるアセスメントにより、就労面に係る課題等の把握が行われて

    いるＢ型利用希望者
＊③が所謂「直Ｂアセス」と呼ばれていたもの

当時大津は「大津ならではの移行支援」創設期でもあり原則移行支援 or大津ならではの移行支援を遵守、

 でも草津は柔軟に対応していた

→ 全国的に直Ｂアセスを受けたらＢ型に行ける！みたいな流れになった



先ず、現在の高等部卒業後の進路 の整理しましょう

12

・就労継続Ａ型

・就労継続Ｂ型

・自立訓練＋就労移行支援

・就労移行支援

→ それぞれの違いは？

→ 共通点は？

・企業就労

・自立訓練

・生活介護



現行の高等部卒業後の進路 の確認

13

・就労継続Ａ型

・就労継続Ｂ型

・自立訓練＋就労移行支援

・就労移行支援

・企業就労

・自立訓練

・生活介護

就
労
系

雇用契約有り、最低賃金補償、利用者だけど従業員、期限無し ＊但し定年有り

雇用契約無し、給料ではなく工賃、作業（働く練習）期限無し

2年間の生活訓練と２年間の就労訓練

2年間の就労訓練

2年間の生活訓練

日常生活の支援、活動の提供

障害者雇用の大半は短時間労働（４時間程度）

昔で言うところの「作業所」は、現在「就労系」と「訓練・介護系」に分かれています。
この資料は就労系視点で進めています。



違う点→

14

共通点→

（A型は雇用契約がある以外は）

設定期間の有無・給料（工賃）の差

全て就労を目指すことが
前提の訓練の場

＊移行支援だけでなくＡ型もＢ型も就労を目指す訓練
（全て中間地点・通過施設）
＊目指す目的地は同じ「就労」、

（平山の解釈：社会人・大人になっていく期間）

就労系各サービスの違い



卒業後の進路（福祉 就労系） 再確認

15

・就労継続Ａ型

・就労継続Ｂ型

・自立訓練＋就労移行支援（基本：２年＋２年）

・就労移行支援（基本：２年）注：就労の確約ではない

（雇用契約あり：利用者だけど従業員）
全
て
の
福
祉
就
労
は

就
労
を
目
指
す
訓
練

（期間の定め無し）
＊生活介護寄り、A型寄り、移行支援寄り、抱え込み型、送り出し型 などなど

Ｂ型は自由度が高いからこそ、選ぶ側の知識と見る目が必要



A型・B型
 

 

普通列車
(在籍に制限なし)

自立＋移行 急行列車
（２年＋２年で４年）

移行単独 新幹線
（２年）

＊全て 目的地(就労)に向かうための手段

＊違うのは 準備する速さ（在籍できる期間）

目的地(社会人になる為に)(就職する為に？)に向かうために どの電車に乗るのか

16＊本人に合った電車はどれなのか



Ｂアセスが 令和7年10月～「就労選択支援」なるものに変わりました

17

＊簡単に言うと 就労系のどのサービスを利用するにもアセスメントが必要になる制度。令和７年１０月一斉スタートの予定だったが間に合わず先ずはB型からのみスタート

例外として①就労経験があって一般企業に雇用されることが困難となった者、②50歳に達している者又は障害基礎年金1級受給者は就労選択支援不要



18

本来は 「どのサービスから始めるか」 よりも その都度 本人の成長に合わせて計画相談に反映する筈だったが、計画相談が人手不足で上手く機能していない。
Ｂアセスメント（直Bアセス）も同じ狙いだったが、Ｂ型への通行手形のようになってしまったので「就労選択支援事業」で仕切り直そうというもの。
でも結局は 早い段階で選別のようなイメージがあり、保護者・本人は より一層 安全策をとりたい心理が働き、伸びしろにチャレンジしなくなるのでは と懸念



厚労省が考える制度のイメージ図（平山解釈）

19

高校卒業就労移行支援

就労

Ａ型

Ｂ型

就労訓練

２
年
後
乗
り
換
え

１５年ほど前の就労移行支援は、高校を卒業したら全員が就労移行支援に行って、2年間 本人は自分の将来を考え、社会に出ていく準備をする期間という解釈で、
支援者は2年間のアセスメント期間を経て本人に合ったサービスに繋げていくという話だったのに、いつの間にか「就職させなければいけないサービス」になり、
今年には 本人が高校在学中に見極めて行先を決める「就労選択支援」が始まる。国の狙いは分からなくもないが 実際は振り分けることが目的になっていく気が……。

１６歳の頃の私をアセスメントしたとして、私の親も学校の先生も、私自身ですら 誰も将来作業所の施設長になって今ここで喋ってるなんて思わなかったと思う。
人は、まわり道をしたり、時には立ち止まったりしながら、新しい道を見つけていくのに、１６歳頃に進む道を決める（決められる）のは果たして幸せなのかなぁ…。
ちゃんとまわり道が出来る福祉サービスになってほしいなぁ。

平山の独り言

今
は



「大津ならではの移行支援」はどれ？

20

・就労継続Ａ型

・就労継続Ｂ型

・自立訓練＋就労移行支援

・就労移行支援

この形？

前大津市長肝いりで「障害者の大学」的な位置づけとして創設された
基本的には同学年・座学中心で経験を深めながら自分の将来を考えようと言うもの。
でも咲くらの経験の深め方の考えはちょっと違う。咲くらならではの移行支援とは

現在大津には３カ所の「大津ならではの移行支援」 がある。
２年間の自立訓練と２年間の移行支援を足して４年間モラトリアムな時間を提供しようというもの。



先程 福祉就労は全て大人になる為の移動手段（電車）と言った

電車なら乗換可能

途中乗車・途中下車可能

必要に応じて乗り換え、時間が掛かっても、失敗
しても 何度でもチャレンジ可能

その時の本人のペースに合った支援を選ぶ、
その考え方こそが「咲くらならではの移行支援」

全て相互乗り換え
可能

21「就労」に移行するのではなく、『大人*社会人』に成長していくという考え方



咲くらが考え
る移行支援
イメージ図

22高校卒業

移
行
支
援

就労Ａ型 Ｂ型

対人関係・作業を通して
様々な経験を重ね

自分の将来を意識し、
考える時間

＝モラトリアム期間の保障
⇓

人によって必要な時間は違う

本当はどこからスタートしてもいいが
現行制度では初めにどのルートから

行くかは重要かも

自
立
訓
練

必要に応じて必要な場所で。
Ａ型やＢ型は
その電車に乗り続ける事が目的になっ
てしまいやすい

作業内容は、あくまでも大人になる為
の手段
将来絶対に何とか屋（例：パン屋）になり
たいとかじゃなければ気にする必要は少ない

本人が興味や目的があるなら
Ｂ型からＢ型への移籍/転籍
(ｽﾓｰﾙｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ) もアリ

移

行

的

B

型



咲くらが考える移行支援的Ｂ型

23

制度で4年を保障するのが大事な訳じゃない

・その人のペースに合った期間で 安心してチャレンジできる

・失敗から学ぶために「安心して失敗できる期間」を必要な時間 保障する

「就労」へ移行するのではなく、『大人＊社会人』に成長していくことを大事にする
それこそが 咲くらが考える「咲くらならではの移行支援」

・必要な時間には個人差があるので、２年間とか４年間とか期限の縛りは無し

・在籍９年、２６歳で母が入院、小遣いなくなったことがキッカケで本気スイッチon→就職した例も
彼は移行３年＋B型６年、現行制度下で別事業所なら「就職できない人」と決めつけられていたかもしれない

・施設外就労先で出会った社員さんの事務服姿・凛とした立ち姿に憧れたことがキッカケで就職した例

・「大津ならでは」が大学・学校だとするなら、「咲くらならでは」は大学時代のアルバイト
学校スタイル（同世代/授業形式）で学ぶのか、アルバイトスタイルで実体験を通じて社会経験を積むのか。
どっちが正解とかじゃなく、どっちが合っているか。
咲くらでは、幅広い年齢層・人間関係の中で、多少でもお金を稼ぎながら色んな社会経験を通じて様々な価値観にもまれるを大事にしている



ここで若干 横道へ 【咲くらから見た移行支援による支援の限界とＢ型の課題】

24

養護学校新卒生の多くは

・働いたことがない（アルバイトをしたことがない）

・働く理由がない（働く理由が見つかっていない）

・働くことで得られるメリット・デメリットについて深く考えたことが無い

・そもそも「働くとはどういうことか」をイメージするだけの社会経験がない

・作業所の工賃（数万円）でも小遣いとしては大金、満足できてしまう

・高校在学中に、卒業後の行き先は考えても、更にその先までのイメージを持つ人は少ない

・保護者は、本人以上に「就職よりも福祉的就労」を望んでいるケースが多い

その結果、卒業後に就労移行支援に行ったとしても２年の期間中に上記を覆せなければ
就職に繋がらないだけでなく、その後 Ｂ型に終身在籍になってしまうケースが多い



25

Ｂ型事業所および そこに通う利用者の多くは

・就職支援よりも自事業所の高工賃を目指すことに力を入れている （現在の制度上、支援の中身ではなく工賃の高さが事業所評価の基準）

・作業力が高い人は、事業所にとって「大事な戦力」になってしまう （事業所が高工賃を支払うためには高収入が必要。高収入を得るためには高い労力は必要）

・事業所は、大事な戦力を就職に送り出す事は戦力ダウンになるので就労支援に消極的 （戦力ダウンは収入ダウン、工賃ダウンに繋がり、ひいては事業所評価ダウンに繋がる）

・事業所/保護者の多くは、変化がない事を「安泰」、変化を「リスク」と捉えて挑戦することに消極的になりがち

・学校も事業所も保護者も就労へ送り出すのは「移行支援の役割」というイメージが強く、Ｂ型事業所から企業就労や他事業所への移籍について言い出さない事も多い

・そもそもニーズが「安泰」なので就労可能なスキルを身につけても相談モニタリング等でステップアップに反映されにくい

・相談員は意思決定を重視するため、本人から「就職したい/辞めたい」等と言い出さない限り、「安泰（現状維持）」が最優先事項 （無理はさせないという視点）

その結果、一度Ｂ型に入ってしまえば、本人・保護者・事業所・相談員 全員が「成長・挑戦」よりも「安泰」を求め「終身在籍」を希望しがち

逆に、一度でも就労経験がある人はB型アセスメントや就労選択支援を受けずともＢ型を利用できる。
計画相談によるモニタリングでステップアップも機能しにくいのが現状。就労できる（できた）力があるのにＢ型に終身在籍でよいのか？
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●企業就労やｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ福祉就労は、作業スキルや経験値よりも本人や保護者の意識による事が殆ど

●移行支援の課題 → ２年で足りる方もいるが、新卒生の多くは意識を上げるには時間が足りない

●Ｂ型の課題 初めからＢ型の方、移行支援からＢ型になった方とも「安泰」と意識向上を止めてしまいやすい

移行支援の２年じゃ足りないが、Ｂ型で期限が無くなると「安泰」から終身利用希望になりやすい

そういった理由もあって 自立訓練（２年）と移行支援（２年）を組み合わせた「大津ならではの移行支援」が生まれた訳だが 咲くらの考えはチョット違う

咲くらがイメージする就労移行支援的なＢ型は 移行支援とＢ型の良い所取り
「大津ならでは」を大学とするなら 咲くらは学生時代のバイト先

・２年で時間が足りる方は移行支援のようにテンポ良く、

・同世代、座学、困る場面のシミュレーションではなく、色んな世代、色んな価値観の中 リアルに困ってОＪＴで経験を積み上げる

・２年では時間が足らない方は２年以上かけて じっくり丁寧に「自分にとっての自立とは何か」を考える時間に

・長い在籍で「安泰・終身利用希望」になってしまう方には「大人になるまでの通過施設」として それを予防

・もちろん結果的に長い在籍になってしまう事はOK。 あくまでも位置づけが「通過施設」であるということ。

・咲くらのその先、自分の５年後、１０年後を意識し、自分の理想の大人像、自分にとっての自立を少しでも考える

・令和７年１０月から先ずはＢ型から「就労選択支援事業」なるものが開始し、本人にどの福祉サービス（Ａ/Ｂ/移行）が あっているのか在学中に
検討する場（今まではＢアセス）が必要となるが、それは 普遍的なものではなく、あくまでも 働いた経験がない その時点でのアセスメントでしかない。



但し、この電車たち、
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乗っただけでは進まない

乗っていても走らないと動かない

福祉就労は全て大人になる為の移動手段（電車）

電車の話に戻ります



じゃあ、誰が走るの？
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何処に向かうの？

やっとここで冒頭のマラソンの話へ
(電車の例え、マラソンの例え等、ややこしくてスミマセン)
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誰が走ってる？

主人公は？

目的地は？
（方向）

→勿論Ａさん本人

＋支援者
(駅伝チーム）

→Ａさん本人
（マラソン）

→企業就職？

→地域で暮らす将来のＡさん

→社会人としての将来のＡさん

→（本人なりに）仕事を頑張る将来のＡさん

大
人
の
Ａ
さ
ん
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じゃあ、支援者はＡさんの人生にレールを敷く役なの？

導いてあげる役なの？

・支援者は、本人が人生というマラソンで力を発揮する為の体力をつける
トレーニングのコーチ・監督、 保護者は マネージャー的存在

・支援者はAさんが挫けそうな時に励ます伴走者でもあるが、走るのは本人。

・走り続けられる力、躓いても転んでも立ち上がれる力をどう身につけていくか

×

?



A型もB型も移行も 事業所は 終着点ではない。
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学校も 事業所もＡさんが次のステージに進む
ための準備期間 という点では同じ！

卒業という学校にとってのとりあえずのゴールは

→次のステージ（事業所）のスタート地点

→事業所のとりあえずのゴール（就職等）は

→社会人としてのスタート地点
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各々の準備期間でウォーミングアップが不十分だと

次のステージで怪我が多くなる

多少の怪我や挫折は仕方ないにしても

その後に大きく関わる大きな怪我・挫折は避けたい

どうやって回避する？
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⇛ 問題は守り方

私たちは支援者（コーチ/監督/マネージャー）

但し 失敗や挫折という貴重な経験の場を奪うのは×

⇛ 先を見据えた支援（練習）が必要

・先を見据えた支援（練習）って？

コレを学齢期の支援者の方が
意識しておいてくれると とても心強い



習慣支援
成功体験・失敗体験・達成感・挫折・自信

人間関係・挨拶・ケジメ etc

＊障がい特性を理解しつつも、上手な失敗の仕方（転び方）を学んでほしい。

＊しっかり「嬉しい」・「悔しい」・「楽しい」・「困った」・「出来た」を積み上げていく

＊失敗と成功、挫折と達成感（自信）はセット。大事なのは失敗の仕方
上手くいかなかった事が出来るようになるから達成感がある。小さな挫折が大きな達成感への一歩

＊失敗や挫折も大切な経験。色んな経験を積み重ねていくことが重要。

＝自立に向けた支援 (成果を求めず継続することが重要）

⇒敢えて障がい特性に寄り添いすぎない支援
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Aさんの自立に向けた支援者のタスキリレー

実習 卒業

学齢期

事業所
例：咲くら

実習 卒業

就職 / 他事業所への転籍等
（本人なりの就職）

習慣支援
（基礎編）

習慣支援
（応用編）

Ａさんにとっての自立

咲くらが見据えているのは
ココ

就
労
系
の
１
st
ｺﾝﾀ
ｸﾄ

習慣の基礎は学齢期が重要
学齢期の支援者の方が
先を見据えた支援を意識
してくれると心強い



「使われる言葉」から見る「教育」「福祉」と「社会」
（滋賀県社会就労事業振興センターの就労アセスメント研修資料から引用・編集）
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学校 福祉（咲くら） 社会・企業

教育 福祉 労働

教育 訓練 仕事

生徒 利用者 社会人・従業員

個別支援計画 個別支援計画 雇用契約など

学校教育法 総合福祉法 労働基準法・雇用契約など

「個」の尊重、個別対応 企業実現のための「個」

「個人」を見てる 「業務」を見てる（シビア）

自分の人生に対して「受け手」から「主体」へ。
＊社会人への移行期は在学中から既に始まっている

＊学齢期が終われば大人。今が特別に手厚いと認識すべき

学齢期の支援者の方が
学齢期に先を見据えた
支援をしてくれると

心強い



まとめ① 「移行支援」と咲くらが考える「移行支援的なＢ型」の違い
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移行支援 移行支援的なＢ型

企業就労を目指した訓練 前提 企業就労も含めた大人になる為の訓練

２年間 / 市に認められれば最大３年

（但し３年目前に就労選択支援でのアセスメントが必要）

利用期間 制度的には期限なし

（但し利用前に就労選択支援でのアセスメントが必要）

通過施設 / 期限アリ 位置づけ 通過施設 / 期限ナシ

圧力鍋
イメージ じっくり

コトコト

時短・一気に沁みこむ
期限があるので本人も支援者も急ぎ足

初めから就労意識が高く、環境変化に強い方向き

←強み→
←弱み→
←対象者→

時間はかかるがゆっくり沁みこんで旨味が出る
期限がないのでダレてしまうことも

環境変化に強くない方、じっくり成長していきたい方向き

それぞれの特性・強みの違いを理解すること
A型かＢ型かとサービス種別で判断するだけではなく、その事業所のスタンスを見極める目を養うことが大切
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まとめ②

・咲くらが年頭に置いているのは 咲くらを卒業後のAさんが社会に向けて
走り出す姿＝Aさんの自立、Aさんなりの就労、大人なＡさん

・その為に「咲くらでしか成立しない支援や関係性」よりも

敢えて、個々の障がい特性に寄り添いすぎない支援を重視 (結果より継続が大事）

・咲くらで大事にしたいのは、「転ばないこと」ではなく、
「転んでも起き上がれる力をつけること」、 「自分で走る意志（目標など）、
新しい自分への気付き」

・習慣や自立に向けた支援は事業所だけでは成立しない。
立場や役割は違えど学校やご家族も同チーム。意識の共有と連携が大切！

・「困った」を避けるのではなく、「困った」にどう向き合うか
「困る練習」や「安心して失敗できる」のが本当の移行支援
「制度上の移行支援（就職への移行支援）」よりも「大人への移行支援」の方が大事

学齢期の支援者の方が大人になったAさんを意識してくれているとありがたい



39

まとめ③

・特に学齢期は 習慣の基礎を作る重要な時期

・自分なりの「頑張る理由」を持っていると強い。
・習慣は一朝一夕には変われない。かなり時間が必要。
出来るかどうか（結果）ではなく、プロセス（継続）が大切

・何より大切なのは本人の「主体性への気付き」「自己実現への意識」

本人が将来 本人なりに自分の足で立つ（自立）の覚悟を持つ為に

ご家族がそれを支え、支援者は支援のタスキをしっかり繋ぐ

・学校も事業所も家庭も自立に向かうＡさんの姿を共有し、役割
 は違えど各々 次なるステージに送り出す覚悟を持って 準備

・「自立」は「自分から周囲に頼ることが出来て成り立つ」

学齢期の支援者の方が大人になったAさんを意識してくれているとありがたい
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最後に

学校・事業所での数年の経験を経て
社会人へのスタート地点に立っているＡさん

そのＡさんの表情が希望に満ちている、

そして、一歩踏み出し自分の力で走り出す、

そんな景色を 学校と事業所、ご家族で

「楽しみに共有できる」関係でありたいと願います。

放デイ支援者の方も一緒に
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ご清聴ありがとうございま
した
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